
３ 売却資産

名 称 種類 場 所 面 積 帳簿価額 減損損失 損益外減損
損失

減損後帳簿
価額

西片町敷地土地 東京都文
京区西片 662•98fl 441¶000¶000円 ` 1¶000¶000円 440¶000¶000円

小田原工場
（一部）

土地
神奈川県
小田原市
酒匂

3¶226•08fl 210¶986¶000円 ` 5¶374¶916円 205¶611¶084円

建物
構築物

` 70¶626¶721円 16¶603¶737円 ` 54¶022¶984円

岡山工場
（一部） 土地

岡山県岡
山市西大
寺中

696•65fl 20¶800¶000円 ` ` 20¶800¶000円

４ 除却資産

機 関 名 称 用 途 種 類 場 所 減損前帳簿
価額 減損損失 減損後帳簿

価額

宿舎物置
外

宿舎物置
外

建物
構築物

東京都北区
西ヶ原 102¶324円 102¶321円 3円

本局 へい へい 構築物 東京都北区
赤羽 1¶958円 1¶957円 1円

サーバ 統合業務
システム

工具器具
備品

東京都港区
虎ノ門 8¶342¶882円 8¶342¶881円 1円

イメージ
セッター

版面製造
設備 機械装置 4¶299¶783円 4¶299¶782円 1円

虎の門工場
統 合 予
算・決算
書システ
ム運用機
サーバ用
ソフト

統 合 予
算・決算
書システ
ム運用機
サーバ用

ソフト
ウエア

東京都港区
虎ノ門

5¶329¶767円 5¶329¶766円 1円

滝野川工場
換気設備 換気設備 建物

東京都北区
西ヶ原

34¶062円 34¶060円 2円

銀行券仕
上機４台

銀行券製
造設備 機械装置 22¶847¶568円 22¶847¶564円 4円

銀行券仕
上機３台

銀行券製
造設備

機械装置 17¶231¶921円 17¶231¶918円 3円

静岡工場 銀行券番
号校正装
置２台

機械装置
静岡県静岡
市駿河区国
吉田

12¶272¶152円 12¶272¶150円 2円

研磨機 研磨機 機械装置 2¶342¶631円 2¶342¶630円 1円

さく さく 構築物
滋賀県彦根
市東沼波町

361円 360円 1円

銀行券仕
上機３台

銀行券製
造設備 機械装置 16¶866¶546円 16¶866¶543円 3円

彦根工場 高架水そ
う外

宿舎用

建物
構築物

滋賀県彦根
市小泉町 11¶072円 11¶069円 3円

高架水そ
う外 構築物 滋賀県彦根

市東沼波町 1¶105¶763円 1¶105¶760円 3円

岡山工場 電力線路 電力線路 建物 岡山県岡山
市西大寺上 1¶183¶713円 1¶183¶712円 1円

当該施設は、平成23年度末までに除却の意思決定が行われたもので、減損の兆候が認められ、認
識及び測定を行っております。
回収可能サービス価額（使用価値相当額）の算定方法については、当該施設の解体撤去を行うた
め「備忘価額1円」とし、帳簿価額との差額を減損損失として計上しております。
５ 電話加入権

種 類 １回線あたり
帳簿価額 回線数 帳 簿 価 額 損益外減損

損失
減損後帳簿
価額

今年度末における休止回線 1円 402回線 402円 ` 402円

今年度末における使用回線 13¶000円 116回線 1¶508¶000円 ` 1¶508¶000円

使用中の回線は、電話加入権の売買市場価格が著しく下落しているため、減損の兆候が認められ
ましたが、ＮＴＴの施設設置負担金等が36¶800円となっており、帳簿価額を上回っていることから、
減損額は算出されておりません。

空気調整
設備

空気調整
設備 建物 2¶443円 2¶442円 1円

王子工場
損紙調理
機

諸証券製
造設備

機械装置 東京都北区
王子

3¶891¶210円 3¶891¶209円 1円

オフセッ
ト輪転印
刷機

機械装置 13¶003¶632円 13¶003¶631円 1円

渡廊下 渡廊下 建物 2¶028¶063円 2¶028¶061円 2円

空気調整
設備外

空気調整
設備外 建物 583¶674円 583¶671円 3円

置場 置場 構築物 1¶613円 1¶612円 1円

小田原工場 銀行券仕上機３台
銀行券製
造設備

機械装置 神奈川県小田原市酒匂 17¶113¶952円 17¶113¶949円 3円

銀行券番
号校正装
置

機械装置 7¶468¶601円 7¶468¶600円 1円

抄紙機外 紙料製造設備 機械装置 59¶415¶103円 59¶415¶101円 2円
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当該土地は、いずれも更地であり、将来の利用計画が想定されないため、次年度以降に売却又は
国庫納付を予定していることから、減損の兆候が認められ、認識及び測定を行っております。
回収可能サービス価額（正味売却価額）の算定方法については、不動産鑑定評価額とし、帳簿価
額との差額を損益外減損損失として計上しております。なお、若松町敷地及び池袋敷地については、
回収可能サービス価額（正味売却価額）が帳簿価額を上回っているため、減損額は算出されており
ません。

西片町敷地及び岡山工場（一部）はいずれも更地であり、将来の利用計画が想定されず売却した
ため、減損の兆候が認められ、認識及び測定を行っております。また、小田原工場（一部）は、共
済組合で保育園を運営しておりましたが、業務を廃止し自己で活用する見込みがなく売却したため、
減損の兆候が認められ、認識・測定を行っております。
回収可能サービス価額（正味売却価額）の算定方法については、西片町敷地は不動産鑑定評価額
とし、小田原工場（一部）は減損の測定時に譲渡額が判明していたため譲渡額とし、帳簿価額との
差額を損益外減損損失として計上しております。なお、岡山工場（一部）については、回収可能サー
ビス価額（正味売却価額）が帳簿価額と同額であったため、減損額は算出されておりません。
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